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平成１９年３月２０日 

学校だより 

子どもアンケートH19　学習3～6年
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⑩宿題のほかに,毎日家で学習をする

⑨宿題は毎日する

⑧本をよく読む

⑦自分が伸びたと感じる

⑥最後まであきらめずに学習する

⑤めあてをもって学習する

④わからないことがあったら，質問する

③授業中，進んで発表する

②先生や友だちの話をよく聞く

①勉強していることがよくわかる

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない

子どもアンケートH19　生活
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⑩後片付けやそうじをしっかりしている

⑨係りや当番の仕事をきちんとしている

⑧忘れ物をしないように，気をつけている

⑦おうちの人とよくはなしをする

⑥きまりを守って，生活している

⑤困った時相談する人がいる

④友だちと仲良くしている

③自分から，あいさつをしている

②早寝早起きをしている

①毎日楽しく過ごしている

よくあてはまる だいたいあてはまる あまりあてはまらない

子どもたちにつけたい力は?（学習面）
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⑮その他

⑭コミュニケーション力

⑬計画性

⑫自己評価力

⑪問題解決力

⑩自己表現力

⑨情報活用力

⑧読書力

⑦考える力

⑥興味・関心

⑤書く力

④話す力

③聞き取る力

②漢字・計算力

①家庭学習の習慣

子どもたちにつけたい力は？（学習面）
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⑫自己評価力
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⑩自己表現力
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②漢字・計算力

①家庭学習の習慣

体調を整えることも『生きる力』の大切な要素だと思います。 

  《今後に向けて》 

アンケートから家庭･地域･学校の三者の連携を今まで以上に

密にしていくことが大切であり,情報の共有化を図るためにもい

ろいろな場で話し合っていきたいものです。 

  19 年度のあいあい山階(学校運営協議会)では,今回のアンケ

ートをもとに話し合いを持ちたいと思っています。 

  山階の子どもを山階の大人がかかわり，学校･家庭･地域が共

通理解を図って育んでいきたいです。そのためにも，山階教育

をご理解いただき，今まで以上にご支援をお願いいたします。 
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指導と評価の一体化を目指した学級経営

「生きる力」を育てる教育活動

基礎・基本の力をつける多様な授業形態

指導と評価の計画に基づいた学習活動

自己教育力や自己評価力を育てる支援

興味・関心を生かし自ら学び，自ら考える力の育成

学習指導

抜群 優秀 良好 良好に至らない

今回のアンケートからのふり返

り 

１ 学習面について 

（１）心を耕すために(Ａの⑧⑨⑩) 

家庭での学習の大切さや朝読書以外

に読書などを通して『心を耕す』こ

とも,家庭との連携を深める取組を

進めていく必要性を感じています。 

（２）指導の充実(Ａの③④) 

ａ 教師は,学習指導をより充実さ

せ,わかる授業を実践していかな

くてはいけないと思っています。 

ｂ 保護者･地域の皆さんが学習面

でつけたい力は『考える力』『聞き

取る力』『自己表現力』『興味関心』

『コミュニケーション力』『自己表

現力』『問題解決力』と考えておら

れます。 

ｃ 学習指導の『生きる力』を育て

る指導の重要性をアンケートから

も感じます。 

 

２ 生活面について(Ｂ) 

元気に学校生活をおくるために 

「早寝早起き」 

「バランスよい食事(3食)」 

「食後の歯みがき」 

が大切だと考え指導しています。 

学校で指導してもこの部分だけは特

に,家庭で頑張っていただきたいところ

です。 




